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洞窟を抜けると、そこには小さな湖があって、そこだけに雨が降っていた。あたりには優
しい音楽が流れていて、ぼくはさっそくそれを音の石にしみこませる。そのメロディを聞い
ている間、一瞬大好きなハンバーグの匂いがしたような気がした-。
研究所にもどると、ちようどスカイウォーカーの改造が終ったところだった。
「さあ、これで海を渡ってサマーズに行きなさい。今度はたぶん壊れないと思うよ!」
「たぶん?」と、ポーラが心配そうに言うと……。
「いや、絶対………うん、だ、大丈夫!」と、博士は胸を叩く。
ぼくたちは、博士にお礼を言うとさっそくサマーズへと飛び立った!
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スカイウォーカーは、文字どおり天を駆け、あっという間にスリークに到着した。
「いよいよ着陸」と、操作を開始したところ、突如スカイウオーカーは、操縦不能に陥った。
「だ、だめだ!落ちるう-一
bO〇くへへへへへへへてM!スカイウォーカーは、スリークの墓地のどまん中に墜落した。
クラクラする頭を押えながら、ボクは乗り物の外に出た。驚いたことに、そこは地下室の中

